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「
公
益
の
風
」
と
い
う

連
載
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
、

蘇
っ
た
文
章
が
あ
る
。「
酒

田
市
は
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
公
益
の
風
が
流
れ
て
く
る

ま
ち
で
あ
る
。
公
益
の
文
字

を
刻
ん
だ
「
公
益
の
碑
」
を

は
じ
め
、
い
た
る
と
こ
ろ
に

公
益
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
。
ま
ち
全
体
が
、
公
益
を

探
り
、
公
益
を
学
ぶ
宝
庫
で

あ
る
」。
こ
れ
は
約
15
年
前
、

2
0
0
6
年
に
本
学
が
刊
行

し
た
『
公
益
の
源
流
、
酒
田

を
歩
く
。
公
益
の
足
跡
を
た

ど
る
、
公
益
を
考
え
る
。』

の
巻
頭
言
、
小
松
隆
二
氏
に

よ
る
一
文
で
あ
る
。

酒
田
の
「
公
益
の
風
」
に

身
を
ま
か
せ
れ
ば
、
そ
れ
は

「
公
益
の
碑
」
を
め
ぐ
る
旅

と
な
る
。
山
形
県
庄
内
地
域

は
、
本
間
光
丘
、
佐
藤
藤
左

衛
門
・
藤
蔵
親
子
、
曽
根
原

六
蔵
の
砂
防
林
植
林
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
公
益
活
動
の

歴
史
が
連
綿
と
続
い
て
き
て

お
り
、「
公
益
の
ふ
る
さ
と
」

と
も
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
先

人
の
公
益
活
動
を
顕
彰
す
る

「
公
益
の
碑
」
も
各
地
に
存

在
す
る
。

東
北
公
益
文
科
大
学
の
近

辺
に
も
「
公
益
の
碑
」
が
数

多
く
み
ら
れ
る
。
最
も
近
く

に
あ
る
の
が
砂
防
林
植
林
を

称
え
た
「
松
林
碑
」
で
あ
り
、

大
学
か
ら
徒
歩
わ
ず
か
の
道

路
端
に
あ
る
。「
公
益
」
の

刻
字
が
あ
る
「
公
益
の
碑
」

と
し
て
は
、
大
学
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
最
上
川
方
向
に
少

し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
「
中
瀬

渡
船
碑
」、
車
で
数
分
の
十

里
塚
公
民
館
前
に
「
高
橋
五

郎
治
功
徳
碑
」
が
あ
る
。
な

お
、
大
学
か
ら
少
し
離
れ
る

が
、
遊
摺
部
に
あ
る
「
開
田

紀
念
碑
」
に
も
「
公
益
」
の

刻
字
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
20
世

紀
の
は
じ
め
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

「
公
益
の
碑
」
が
生
ま
れ
た

1
0
0
年
も
の
ち
、
こ
の
地

に
「
公
益
」
を
冠
し
た
大
学

が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
運
命
と
い
う
も
の
を

感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

同
書
に
お
い
て
「
公
益
の

薫
風
か
よ
い
、
公
益
の
精
神

漂
う
公
益
の
丘
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
が
市
民
の
憩
い

の
場
で
あ
る
日
和
山
公
園
で

あ
る
。
山
王
森
の
頂
に
は
本

間
光
丘
を
顕
彰
し
た
「
松
林

銘
」
が
鎮
座
し
て
い
る
。
酒

田
市
が
全
国
に
誇
る
「
酒
田

市
公
益
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
は
「
本
間
光
丘
」
と
「
東

北
公
益
文
科
大
学
」
と
い
う

固
有
名
詞
が
入
っ
て
い
る

こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ

の
前
文
に
お
い
て
、
前
者
は

「
公
益
の
祖
」
と
し
て
、
後

者
は
「
公
益
学
の
発
信
地
」

と
し
て
登
場
す
る
。
旧
白
崎

医
院
隣
に
あ
る
「
白
崎
良
弥

君
之
碑
」、
駐
車
場
隣
に
あ

る
「
荒
木
彦
助
翁
功
績
像
」

に
は
「
公
益
」
の
刻
字
が
あ

る
。
さ
ら
に
港
を
望
む
丘
の

端
に
は
、
六
角

灯
台
と
並
ん
で

「
石
井
君
紀
功

碑
」
が
立
っ
て

い
る
。

日
和
山
公
園

入
り
口
に
あ
る

海
向
寺
に
は
二

体
の
即
身
仏
が

安
置
さ
れ
て
い

る
が
、
酒
田
市

が
策
定
し
た

「
酒
田
市
中
長

期
観
光
戦
略
」

で
は
「
公
益
の

極
み
」
と
評
さ

れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
「
酒

田
市
中
長
期
観

光
戦
略
」
で
は
、

酒
田
市
の
観
光

に
関
す
る
分
析

が
行
わ
れ
て
い

る
が
、そ
の
「
強

み
」
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
た
の

が
「
公
益
の
精

神
」
で
あ
る
。

行
政
計
画
は
自

治
体
の
行
く
先

を
示
す
羅
針
盤
で
あ
る
。
市

の
行
政
計
画
に
「
公
益
の
精

神
」
が
記
さ
れ
た
こ
と
の
意

味
は
大
き
い
。

東
北
公
益
文
科
大
学
が

開
学
し
て
20
年
の
月
日
が

経
っ
た
。
こ
の
間
、
公
益
大

は
酒
田
に
流
れ
る
「
公
益
の

風
」
の
中
に
い
た
。
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
、

流
れ
出
し
た
風
は
止
ま
ら

な
い
。
動
き
出
し
た
運
命
も

ま
た
止
ま
ら
な
い
。
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